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こ
の
度
、
三
十
年
近
く
に
わ
た
り
担
っ
て

参
り
ま
し
た
青
森
地
区
と
青
森
県
更
生
保
護

女
性
連
盟
会
長
を
辞
任
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
間
に
は
十
年
間
、
東
北
地
方
更
生
保

護
女
性
連
盟
会
長
、
日
本
更
生
保
護
女
性
連

盟
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
ひ
と
え
に
皆
様
方
の
ご
支
援
と
ご
協

力
の
お
陰
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
更
女
会
員
と
し
て
の
活
動
は
五
十
余
年
に

な
り
ま
す
が
今
後
と
も
誰
も
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
協
力
し
て
参
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
更
女
会
活
動
の
益
々
の
発
展
と
皆
さ
ま
の

ご
健
勝
を
心
よ
り
お
祈
り
致
し
ま
す
。

退
任
に
あ
た
り
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県
下
の
各
地
区
更
生
保
護
女
性

会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
、
当
施

設
入
所
者
に
多
大
な
る
御
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
更
生
保
護
施
設
は
、
刑
務
所
出

所
者
等
の
う
ち
頼
る
べ
き
人
が
い

な
い
な
ど
の
理
由
で
、
帰
る
べ
き

場
所
が
な
い
人
た
ち
に
対
し
て
、

一
定
期
間
、
宿
泊
場
所
や
食
事
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
生
活
指
導

添
え
木
と
港

や
就
労
支
援
を
行
う
な
ど
し
て
、

そ
の
社
会
復
帰
を
手
助
け
す
る
施

設
で
す
。

　
そ
の
よ
う
に
支
援
を
必
要
と
し

て
い
る
入
所
者
は
、
あ
る
意
味
、

台
風
で
倒
れ
た
樹
木
に
似
て
い
ま

す
。
こ
の
倒
れ
た
樹
木
を
枯
ら
さ

な
い
た
め
に
植
樹
し
直
し
、
し
っ

か
り
根
付
く
ま
で
「
添
え
木
」
を

あ
て
が
う
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
再
び
大
地
に
根
を
張
り
、
土

中
の
養
分
を
十
分
吸
い
上
げ
る

た
め
に
は
、
樹
木
そ
の
も
の
の
生

命
力
（
更
生
意
欲
）
が
重
要
で
あ

る
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
添
え
木

に
は
そ
れ
を
助
け
る
重
要
な
役
割

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、添
え
木
は
多

い
ほ
ど
安
定
感
が
増
し
、
再
び
台

風
に
遭
遇
し
て
も
倒
れ
る
こ
と
が

な
く
な
り
ま
す
。
入
所
者
に
と
っ

て
、
こ
の
添
え
木
に
当
た
る
も
の

が
更
女
会
員
を
始
め
と
し
た
更
生

保
護
関
係
者
の
御
支
援
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
更
女
の
皆
様
に
は
、
給
食

奉
仕
活
動
、
衣
類
な
ど
の
提
供
、

ま
た
昨
年
来
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い

て
は
、
感
染
防
止
用
品
の
入
手
が

困
難
な
中
、
手
作
り
マ
ス
ク
等
の

寄
贈
も
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
加
え

て
年
末
に
は
当
施
設
で
行
わ
れ
る

餅
つ
き
会
に
も
御
参
加
い
た
だ
い

て
お
り
、
ま
さ
に
添
え
木
の
役
割

を
十
二
分
に
果
た
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
自
分
た
ち
の
自
立
に
向
け
、
い

ろ
い
ろ
な
方
々
の
協
力
、
支
援
が

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
」

と
い
う
餅
つ
き
会
に
参
加
し
た
入

所
者
の
感
想
文
か
ら
も
、
自
身
の

周
り
に
は
数
多
く
の
添
え
木
が
あ

る
こ
と
が
自
覚
で
き
て
い
る
よ
う

で
す
。

 

ま
た
、
更
生
保
護
施
設
を
退
所
し

た
人
た
ち
が
再
犯
に
陥
る
要
因
の

一
つ
に
、
身
近
に
相
談
相
手
が
い

な
い
と
い
う„
地
域
か
ら
の
孤
立“

が
あ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
般
社
会
に
出
て
行
く
と
い
う
こ

と
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
は
、
荒
海

に
漕
ぎ
出
す
小
舟
と
い
っ
た
感
覚

を
抱
い
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。

「
自
分
は
一
人
じ
や
な
い
」
と
い

う
入
所
中
か
ら
の
意
識
付
け
と
相

侯
っ
て
、「
退
所
後
も
気
軽
に
立
ち

寄
り
た
い
」
と
思
わ
れ
る
、
言
わ

ば
地
域
社
会
に
お
け
る
「
港
」
の

よ
う
な
ホ
ッ
と
で
き
る
施
設
で
あ

り
た
い
と
も
念
じ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
入
所
中
か
ら
彼

ら
と
の
信
頼
関
係
を
構
築
し
て

お
く
こ
と
が
何
よ
り
大
切
に
な
り

ま
す
。
そ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
つ

つ
、
更
生
保
護
施
設
と
し
て
の
役

割
を
十
分
果
た
し
得
る
よ
う
努
め

て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続

き
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

更
生
保
護
施
設
プ
ラ
ザ
あ
す
な
ろ

中
　
村
　
　
徹

施
設
長
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実施結果報告

地
域
と
の
連
携
・
協
働
活
動
推
進
地
区

十
和
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

石
田
　
美
津
子

●どのように意思疎通を図り、協力体制
　を作っていきましたか。

●具体的内容

　各関係団体の講演や研修の傾聴に女性会員が多
数参加協力し、お手伝いとして良い関係を持って
きました。ミニ集会で地域の人も学べるプログラ
ムのときは、近隣の方に声がけをして参加しても
らうことも心がけてきた。

①講演会「慈智」について講師は、常照寺の住職
　簗田信義様　講話「布施」からはじまり一語一 
　語用紙に書いてボードに貼りその数30枚以上。
　この世とあの世のお話しでした。

　アトラクションは地元で音楽活動している、牛小屋
　音楽会の坂本雅義様によるギター演奏で小学校唱歌
　を全員で大合唱。
②「講演」を住職様のご好意で、夏休み寺子屋の児童
　にも聴かせることが出来ました。また、地域の畑を
　借用し児童はカレーの食材を収穫の体験も出来、作
　る食べる大事さを学ぶ。
③ミニ集会は2回目中止（コロナ）会員でマスクを縫
　製。更生保護施設プラザあすなろに100枚あげるこ
　とができました。

●参加人数
年間の延べ参加人数
（夏休み寺子屋1日9人×9日間含む250）人

子
育
て
支
援
地
域
活
動
モ
デ
ル
地
区

三
沢
地
区
更
生
保
護
女
性
会

柏
崎
　
美
江

会
　
長

●子育て支援活動状況報告について
　三沢市内にある保育所・こども園三か所に訪問
して、バルーンアート教室を開催しました。
訪問するメンバーは、事前にバルーン教室を体験
し、子どもたちをサポートするための方法を学び
ました。
それぞれの保育所・こども園では、安全を考え年
長クラスの子どもたちにバルーンアート作りを体
験してもらいました。風船は事前に膨らませてお
き、子どもたちは風船同士を＜っつけたり、顔と
なる部分に目や鼻などを書いたり、シールを貼っ
たりしてもらいました。

年中及び年少クラスは、講師の方が披露するバルーン
アート作りを鑑賞。年中及び年少クラスの子どもたち
は、バルーンアート教室を体験できませんでしたの
で、事前に配布するためのバルーンを作成しプレゼン
トすることにしました。
色とりどりの可愛いバルーンを見た子どもたちは大喜
びで、共に楽しい時間を共有することができました。
1か所のこども園では、バルーン教室後に園児たちと
一緒のテーブルで昼食も頂き、当初の目的でもあった
世代間交流を行うことができました。
また見学に来ていた父兄の方々に、社明運動のティッ
シュペーパーやチラシ等も配布しました。
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中
泊
町
更
生
保
護
女
性
会

古
川
　
節
子

会
　
長

シリーズ
地区活動

　
令
和
二
年
度
は
未
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
年

と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
時
間
は
過

ぎ
、
普
通
で
な
い
日
常
を
過
ご
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
県
更
女
連
盟
の
事
業
等
の
中
止
に
よ
り
、
各
地

年間を通じての
「学校支援美化運動」

協
議
一
　

「
各
県
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
」
　

　
　
各
県
と
も
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
り
例
年
通
り

　
の
活
動
が
で
き
な
い
が
こ
の
よ
う
な
時
こ

　
そ
協
力
し
何
か
出
来
る
こ
と
で
工
夫
し
た

　
活
動
を
続
け
て
い
る
地
区
会
が
多
く
あ
っ

　
た
。

協
議
二
　

「
今
年
度
の
会
議
、
研
修
に
つ
い
て
」
　
　

　
　
集
合
し
て
の
会
議
、
研
修
等
の
場
合
は

　
人
数
を
制
限
し
て
十
分
な
配
慮
の
下
で
行

　
う
こ
と
と
し
、
又
、
現
状
を
見
極
め
た
う

　
え
で
テ
レ
ビ
会
議
方
式
で
行
わ
れ
る
こ
と

　
が
多
く
な
る
。

日
時
　
令
和
2
年
7
月
9
日
（
木
）

　
　
　
午
後
1
時
〜
午
後
3
時
ま
で

場
所
　
各
保
護
観
察
所
で
T
V
会
議

出
席
者

会
　
　
長
　
神
　
　
和
子

副
会
長
　
塩
原
　
誓
子

事
務
局
長
　
柿
﨑
　
美
恵

令
和
２
年
度

東
北
管
内
更
生
保
護
女
性
連
盟

会
長
等
会
議

区
会
員
と
の
情
報
交
換
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
会

員
さ
ん
は
と
て
も
残
念
が
っ
て
お
り
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
さ
ん

の
協
力
に
よ
り
「
検
温
、
手
指
消
毒
、
マ
ス
ク
着

用
」
等
を
徹
底
し
、
幾
つ
か
の
事
業
を
行
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　
四
月
の
総
会
は
「
書
面
表
決
」
に
よ
り
承
認
を
得

る
と
い
う
初
め
て
の
経
験
で
あ
り
ま
し
た
。

　
実
施
し
た
主
な
事
業
は
、年
間
を
通
じ
て
の
「
学

校
支
援
美
化
運
動
」
で
す
。
学
校
等
の
協
力
を
得

て
お
花
を
活
け
て
、
子
ど
も
達
へ
の
声
が
け
、
教

職
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
事
が
出

来
て
お
り
ま
す
。
又
、
町
民
文
化
祭
で
の
「
親
子

の
集
い
」
等
明
る
い
町
づ
く
り
へ
の
啓
発
活
動
を

保
護
司
会
と
連
携
し
て
行
な
い
ま
し
た
。

　
保
護
司
会
と
の
合
同
研
修
会
も
例
年
通
り
行
い

更
に
今
年
度
は
保
護
司
会
が
実
施
し
た
「
オ
ン
ラ

イ
ン
講
演
会
」も
受
講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
の
実
現
に

寄
与
し
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　
コ
ロ
ナ
の
一
日
も
早
い
終
息
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
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世
界
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
突
然
更
女
会
会
長
の
バ
ト
ン
を
受

け
取
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
当
女
性
会
は
昭
和
45
年
発
足
で
、
私
は
平
成
27
年
保
護
司
の

任
命
を
受
け
同
時
に
入
会
致
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
事
も
あ
り
活
動
が
少
な
く
ほ
っ
と
し
ま

し
た
が
、
今
後
も
共
存
し
て
の
活
動
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
当
会
は
高
齢
化
は
も
と
よ
り
様
々
な
問
題
を
抱
え
る
方
が
増

え
、
多
数
の
方
々
が
退
会
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
あ
わ
て
て

友
人
達
に
応
援
し
て
も
ら
う
事
に
。
誘
い
文
言
は
「
保
護
司
の

方
々
と
一
緒
に
„
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動“
そ
し
て
社
会
へ

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
、
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を
共
に
や
っ

て
も
ら
え
ま
せ
ん
か
、
そ
れ
を
天
国
の
パ
ス
ポ
ー
ト
に
し
ま
し

ょ
う
よ
！
」
と
。
そ
れ
で
た
く
さ
ん
の
友
人
達
に
加
入
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
だ
々
募
集
中
で
す
。

　
先
輩
方
そ
し
て
新
人
の
皆
さ
ん
方
と
一
緒
に
元
気
な
う
ち
に

楽
し
ん
で
活
動
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

新会長
ご紹介

十
和
田
地
区
更
生
保
護
女
性
会

社
会
へ
の
貢
献
活
動
を
一
緒
に

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
令
和
２
年
度
の

総
会
は
「
自
粛
」
の
形
で
皆
さ
ま
か
ら
委
任
状
を
集
め
て
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
、
会
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、
前

代
会
長
、
役
員
の
皆
さ
ま
に
は
重
く
責
任
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
県
更
女
連
盟
の
行
事
が
中
止
と
な
り
、
例
年
の
県
連

„
秋
の
集
い“

や
県
更
生
保
護
大
会
等
の
バ
ス
の
中
で
の
情
報

交
換
は
楽
し
く
絆
を
深
め
る
場
で
も
あ
っ
た
の
を
思
う
と
大
変

残
念
に
感
じ
ま
す
。
早
期
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

　
以
前
、
東
北
地
方
更
生
保
護
女
性
会
員
研
修
会
が
福
島
県
福

島
市
で
開
催
さ
れ
参
加
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
福
島
県
保
護

観
察
所
長
様
か
ら
「
更
女
会
の
方
々
に
は
大
き
な
も
の『
心
』が

あ
る
。
少
年
院
内
で
更
女
の
方
々
と
少
年
「
女
子
」
を
入
れ
、

お
は
ぎ
づ
く
り
活
動
に
参
加
を
さ
せ
た
。
「
こ
う
い
う
食
事
を

昔
か
ら
し
た
か
っ
た
。
」
初
め
て
口
を
開
き
、
梃
子
摺
っ
て
い

た
少
年
「
女
子
」
の
心
を
開
い
て
く
れ
た
の
は
更
女
の
方
々
で

す
。
」
と
感
動
と
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
更

女
会
網
領
の
心
で
、
各
団
体
の
方
々
と
連
携
を
と
り
楽
し
く
活

動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

三
戸
地
区
更
生
保
護
女
性
会

会
　
長
　
武
士
沢
　
厚
子

更
女
会
網
領
の
心
で

　
　
各
団
体
の
方
々
と
連
携

会
　
長
　
　
東
　
　
　
静

更生保護女性会員のキャラクター
オコジョさん

女性の立場から，地域における犯罪予防
の活動や子どもたちの健全育成のための
支援活動などを行うボランティアです。
サラちゃんに「黄色いリボンの髪飾り」
をプレゼントしたのは，更生保護女性会
員のオコジョさんです。



第46号（6）更女会だより令和3年5月14日

令和２年度　受賞者名簿
　　　　おめでとうございます

（
青
　
森
）
小
　
原
　
千
鶴
子

（
弘
　
前
）
倉
　
光
　
稻
　
子

（
五
所
川
原
）
浜
　
田
　
悦
　
子

（
八
　
戸
）
木
　
下
　
令
　
子

（
黒
　
石
）
山
　
本
　
ア
イ
子

（
五
所
川
原
）
相
　
馬
　
良
　
子

（
十
和
田
）
苫
米
地
　
孝
　
子

（
大
　
鰐
）
蛭
　
田
　
ア
キ
子

（
平
　
川
）
葛
　
西
　
三
　
枝

（
三
　
沢
）
奥
　
谷
　
幸
　
子
 

（
む
　
つ
）
髙
　
橋
　
英
　
子

（
鶴
　
田
）
相
　
川
　
敏
　
子

（
八
　
戸
）
野
　
澤
　
壽
　
代

法
務
大
臣
感
謝
状

（
青
　
森
）
正
　
木
　
良
　
子

（
弘
　
前
）
久
保
田
　
節
　
子

（
五
所
川
原
）
千
　
田
　
緋
都
美

青
森
県
更
生
保
護

女
性
連
盟
会
長
表
彰

（
青
　
森
）
沼
　
畑
　
レ
イ
子

（
弘
　
前
）
成
　
田
　
圭
　
子
 

（
五
所
川
原
）
尾
　
崎
　
洋
　
子

（
八
　
戸
）
岩
　
崎
　
ク
ミ
子

（
黒
　
石
）
木
　
村
　
那
智
子

（
三
　
戸
）
工
　
藤
　
啓
　
子

（
七
　
戸
）
天
　
間
　
キ
　
エ

（
十
和
田
）
岡
　
山
　
邦
　
子

（
大
　
鰐
）
加
　
藤
　
た
か
子

（
む
　
つ
）
吉
　
田
　
温
　
海

（
お
い
ら
せ
町

）
三
　
村
　
享
　
子

（
中
泊
町
）
宮
　
越
　
幸
　
子

（
平
　
川
）
大
　
橋
　
藤
　
子

（
野
辺
地
）
熊
　
谷
　
美
恵
子

（
三
　
沢
）
浪
　
岡
　
ち
　
や

（
東
北
町
）
沼
　
山
　
久
仁
江

（
五
　
戸
）
江
　
渡
　
紀
　
子

（
板
　
柳
）
内
　
山
　
榮
　
子

（
つ
が
る
市
）
成
　
田
　
克
　
子

（
鶴
　
田
）
渋
　
谷
　
美
　
保

（
大
　
間
）
泉
　
山
　
英
　
子

（
六
　
戸
）
武
　
田
　
み
つ
子
 

 

 

 

 

 

青
森
保
護
観
察
所
長

感
謝
状

（
三
　
戸
）
澤
　
田
　
徳
　
子

（
七
　
戸
）
岡
　
村
　
千
鶴
子

（
十
和
田
）
大
　
沢
　
政
　
子

（
大
　
鰐
）
佐
　
藤
　
由
美
子

（
む
　
つ
）
花
　
渕
　
ち
ゑ
子

（
お
い
ら
せ
町

）
菅
　
原
　
多
恵
子

（
中
泊
町
）
荒
　
関
　
ノ
　
ブ

（
平
　
川
）
三
　
浦
　
千
恵
子

（
野
辺
地
）
大
　
山
　
ユ
キ
ヱ

（
三
　
沢
）
根
　
岸
　
和
　
枝

（
東
北
町
）
浅
　
井
　
信
　
子

（
五
　
戸
）
森
　
田
　
ゆ
み
子

（
板
　
柳
）
佐
　
藤
　
恵
理
子

（
つ
が
る
市
）
野
　
呂
　
の
り
子

（
鶴
　
田
）
長
　
内
　
サ
エ
子

（
大
　
間
）
新
　
相
　
郁
　
子

（
六
　
戸
）
中
　
村
　
し
づ
ゑ

（
八
　
戸
）
小
　
林
　
節
　
子

（
黒
　
石
）
八
木
橋
　
美
知
江

（
三
　
戸
）
武
士
沢
　
厚
　
子

（
七
　
戸
）
平
　
野
　
重
　
子

（
大
　
鰐
）
松
　
田
　
陽
　
子

（
む
　
つ
）
杉
　
山
　
秋
　
子

（
お
い
ら
せ
町

）
北
　
向
　
く
み
子

（
中
泊
町
）
大
　
川
　
久
美
子

（
野
辺
地
）
高
　
野
　
節
　
子

（
三
　
沢
）
瀧
　
沢
　
良
　
子

（
東
北
町
）
新
　
山
　
ト
　
ワ

（
五
　
戸
）
山
　
部
　
照
　
子

（
板
　
柳
）
山
　
内
　
迪
　
子

（
つ
が
る
市
）
藤
　
田
　
久
美
子

（
鶴
　
田
）
八
木
橋
　
か
　
つ

（
大
　
間
）
松
　
谷
　
慎
　
子

（
六
　
戸
）
佐
　
藤
　
貞
　
子

日
本
更
生
保
護

女
性
連
盟
会
長
表
彰

東
北
地
方
更
生
保
護

委
員
会
委
員
長
表
彰

東
北
地
方
更
生
保
護

女
性
連
盟
会
長
表
彰



（7）第46号 更女会だより 令和3年5月14日

　
犯
罪
、
文
字
通
り
罪
を
犯
す
こ
と
。
世
界
中

で
、
毎
日
の
よ
う
に
犯
罪
が
、
今
も
至
る
所
で

起
き
て
い
る
。
最
近
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中

傷
で
自
殺
を
し
て
し
ま
う
人
が
多
い
。

 

現
在
の
よ
う
な
犯
罪
が
多
発
す
る
暗
い
社
会
を

明
る
く
す
る
た
め
に
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

と
は
一
体
何
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
今
の
時
代
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
私

自
身
、
こ
れ
ま
で
人
と
話
す
の
は
得
意
で
は
な

か
っ
た
。
何
を
話
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
な
か

っ
た
し
、
ど
う
会
話
を
つ
な
い
で
い
い
の
か
も

わ
か
ら
な
か
っ
た
。
自
分
の
会
話
に
相
手
が
興

味
な
か
っ
た
ら
と
考
え
る
と
、
ど
の
話
題
に
つ

い
て
話
し
て
い
い
の
か
悩
ん
だ
。
ま
し
て
、
学

年
が
上
が
れ
ば
上
が
る
ほ
ど
、
ど
う
し
て
も
人

と
関
わ
る
機
会
は
多
く
な
る
。
そ
こ
で
ど
う
し

た
ら
良
い
か
と
考
え
た
と
き
、
挨
拶
な
ら
で
き

そ
う
だ
と
考
え
た
。
会
話
を
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
な
る
と
、
ど
う
し
て
も
身
構
え
て
し
ま

う
私
だ
っ
た
が
、
挨
拶
な
ら
笑
顔
で
自
然
に
で

き
た
。
挨
拶
は
大
事
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ル
ー
ツ
だ
と
実
感
し
た
。
実
際
、
今
も
朝
登

青森県更生保護女性連盟会長賞「さくら賞」
受彰作品

第70回社会を明るくする運動
作文コンテスト

校
す
る
と
き
、
地
域
の
見
守
り
隊
の
方
々
は
、

私
た
ち
の
安
全
を
確
保
し
な
が
ら
、
笑
顔
で
挨

拶
を
交
わ
し
て
く
れ
る
。
こ
ち
ら
も
そ
の
笑
顔

に
つ
ら
れ
、
笑
顔
で
挨
拶
を
返
す
。
こ
れ
も
大

切
な
人
と
の
つ
な
が
り
で
、
広
が
っ
て
い
く
ほ

ど
、
街
全
体
が
明
る
く
な
り
、
犯
罪
や
非
行
の
な

い
地
域
社
会
に
な
っ
て
い
く
と
私
は
考
え
た
。

 

犯
罪
に
対
し
、取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、罪
を
犯

し
た
人
を
処
罰
す
る
こ
と
も
必
要
で
は
あ
る
。

し
か
し
反
省
し
て
立
ち
直
ろ
う
と
す
る
人
の
邪

魔
を
し
て
は
い
け
な
い
。
つ
ま
り
、
い
つ
ま
で

も
非
難
し
、
更
生
の
妨
げ
を
し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
も
し
か
し
た
ら
犯
罪

と
同
じ
く
ら
い
、
罪
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
、
学
校
で
何
か
ト
ラ
ブ
ル
を
犯
し
た
人

が
い
た
と
す
る
。
そ
の
人
は
、
自
分
の
し
た
こ

と
を
反
省
し
、
同
じ
間
違
い
を
し
な
い
よ
う
誓

っ
た
。
で
も
一
方
で
、
周
り
の
人
が
、
「
あ
い

つ
、
何
か
や
ら
か
し
た
ら
し
い
よ
。
」
「
最
悪

じ
ゃ
ん
。
」
な
ど
と
、
い
つ
ま
で
も
批
判
す
れ

ば
、
そ
の
人
は
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
な
い
か

も
し
れ
な
い
し
、
人
間
不
信
に
陥
る
か
も
し
れ

な
い
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
が
非
難
せ
ず
、
立
ち

直
ろ
う
と
決
意
し
た
人
を
社
会
全
体
で
受
け
入

れ
て
い
く
こ
と
、
犯
罪
・
非
行
を
す
る
人
を
生

み
出
さ
な
い
家
庭
や
地
域
づ
く
り
を
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
う
。
そ
の
た
め
に
、
ま
ず
挨
拶

や
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
か
ら
始
め
て

み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
「
お
は
よ
う
。
」
や

「
あ
り
が
と
う
。
」
な
ど
、
数
秒
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
で
も
、
心
は
嬉
し
く
な
る
は
ず
だ
。

 

一
つ
の
犯
罪
で
も
罪
は
罪
。
た
っ
た
一
人
が
犯

し
た
罪
に
よ
っ
て
、
傷
つ
く
人
は
た
く
さ
ん
い

る
は
ず
だ
。
も
ち
ろ
ん
、
罪
を
犯
し
た
人
自
身

も
傷
つ
い
て
い
る
は
ず
だ
。
こ
れ
か
ら
、
傷
つ

け
ら
れ
る
人
、
悲
し
い
思
い
を
す
る
人
が
一
人

で
も
減
っ
て
い
く
よ
う
に
、
一
部
の
人
だ
け
で

は
な
く
、
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
。
戦
争
だ
け
で
は
な
く
、
犯
罪
・
非

行
の
な
い
、
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
が
送
れ
る

社
会
を
作
っ
て
い
き
た
い
。
私
も
こ
れ
か
ら
、

家
族
や
学
校
、
地
域
の
方
々
と
の
挨
拶
を
さ
ら

に
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
友
だ
ち

や
先
生
と
も
何
気
な
い
会
話
を
通
し
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
図
っ
て
い
き
た
い
。

ま
ず
は
、
私
が
で
き
る
最
大
限
の
こ
と
を
し
、

世
の
中
が
少
し
で
も
明
る
く
な
る
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
き
た
い
。

挨
拶
か
ら
の

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

野
辺
地
町
立

野
辺
地
中
学
校

２
年（

し
ら
は
ま
　
な
お
）

白
濵
　
な
お



第46号（8）更女会だより令和3年5月14日

令和２年度　県連盟主要事業報告
令和2年4月1日～令和3年3月31日

代
表
　
会
長
　
神
　
　
　
和
　
子

編
集
委
員
　
金
　
谷
　
多
恵
子

　
　
　
　
　
　
塩
　
原
　
誓
　
子

　
　
　
　
　
　
今
　
井
　
百
合
子

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
収
束
の
見
通
し
の
つ
か
な

い
ま
ま
私
達
の
生
活
の
あ
り
方

も
い
ろ
い
ろ
変
わ
っ
て
来
ま
し

た
。
が
、
ど
ん
な
時
で
も
相
手

を
思
い
や
る
心
、
寄
り
添
う
心

を
持
ち
続
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
お
忙
し
い
中
ご
寄
稿
下
さ
っ

た
方
、
又
会
員
の
皆
様
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員
）

月 日

4

7

10

令和3年

2

3

16

出　席　者 場　　　所行　　　事

東北地方更女連盟会長等会議
（テレビ会議）

青森保護観察所
神会長　　　　　塩原副会長
柿﨑事務局長

東北地方更女連盟会長等会議
（テレビ会議）

青森保護観察所
神会長　　　　　塩原副会長
柿﨑事務局長

東北研修
（テレビ会議）

青森保護観察所

神会長　　　　　塩原副会長
乙供副会長　　　斉藤副会長
柿﨑事務局長　
石田美津子（十和田）
柏崎会長（三沢）

9

11 10

1

更生保護関係団体会議 青森保護観察所 塩原副会長　　柿﨑事務局長

保護司、更女、BBSの研修 青森保護観察所 神会長　　　　塩原副会長
柿﨑事務局長

令和2年

あ

と

が

き

三役会議 更生保護会館プラザあすなろ 神会長　他4名10

1
第1回再犯防止推進委員会 青森保護観察所 神会長4

社会を明るくする運動

作文コンクール
青森県観光物産館アスパム 柿﨑事務局長

8

18

25 三役会議 更生保護会館プラザあすなろ 神会長　他4名

7団体代表者会議 青森保護観察所 塩原副会長

25 第2回再犯防止推進委員会 アラスカ会館 塩原副会長

12


